
物
流
を
支
え
る

安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み

│
│　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、
安
全
性

の
向
上
や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

中
西　

日
本
は
経
済
規
模
の
割
に
国
土
が

狭
く
、
過
密
な
社
会
構
造
が
道
路
・
交
通

環
境
や
輸
送
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
総

重
量
や
高
さ
、
長
さ
な
ど
が
厳
し
く
制
限

さ
れ
て
お
り
、
安
全
や
環
境
規
制
も
世
界

で
最
も
厳
し
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
公
共
の
道
路
を
使
っ
て
事
業
を
営

む
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
し
て
、
事
故

防
止
や
環
境
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
事
故

件
数
や
死
傷
者
数
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
、
数
値
目
標
を
定
め
た
「
ト
ラ
ッ
ク
事

業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０

９
」
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
２
０
１
８
年
ま
で
に
ト
ラ

ッ
ク
が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
死
者
数
を

２
２
０
人
以
下
に
す
る
」「
人
身
事
故
件
数

を
１
万
５
０
０
０
件
以
下
に
す
る
」「
飲
酒

運
転
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
こ
と
な
ど
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

│
│　

そ
う
い
え
ば
、
一
時
、
過
労
な
ど

に
よ
る
重
大
事
故
が
社
会
問
題
化
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
、
あ
ま
り
聞

か
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

中
西　

こ
の
10
年
で
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が

第
一
原
因
と
な
る
死
亡
事
故
は
半
減
し
て

い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
取
り
組
み
が
着
実

に
浸
透
し
て
き
た
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む

対
策
と
し
て
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
安
全
運
転
教
育
促
進
の
ほ
か
、
運
輸

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
促
進
、
安
全

運
転
に
も
役
立
つ
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の
導
入
や
、
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
着
に
対
す
る
助
成
な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
転
技
術

や
安
全
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
「
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
合
優
勝
者
に

は
内
閣
総
理
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
、
こ
の

２
月
に
は
優
勝
し
た
選
手
た
ち
が
鳩
山
内

閣
総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
技
量
は
、
も
う
感

動
す
る
ほ
ど
見
事
で
す
。

「
Ｇ
マ
ー
ク
」は

安
全
性
優
良
事
業
所
の
認
定

│
│　

最
近
、「
Ｇ
マ
ー
ク
」（
左
㌻
下
）

を
貼
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
を
街
で
よ
く
見
か
け

ま
す
。

中
西　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
03
年

度
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
交
通

安
全
対
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
す

る
た
め
、
安
全
性
に
優
れ
た
事
業
所
を
安

全
性
優
良
事
業
所
と
し
て
認
定
し
、「
Ｇ
マ

ー
ク
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

│
│　

安
全
性
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

中
西　

法
令
の
順
守
を
は
じ
め
事
故
や
違

反
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
38
項
目
に
わ

た
る
評
価
を
行
い
、合
計
点
が
80
点
以
上
、

並
び
に
他
の
認
定
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
事

業
所
に
「
Ｇ
マ
ー
ク
」
を
交
付
し
ま
す
。

有
効
期
間
は
基
本
的
に
２
年
で
す
。

│
│　

取
得
率
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

中
西　

現
在
、１
万
３
１
３
６
事
業
所（
10

年
３
月
現
在
）
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
事
業
所
の
15

％
に
あ
た
り
ま

す
。
制
度
発
足
当
初
は
比
較
的
事
業
規
模

の
大
き
な
事
業
者
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
で
は
中
小
事
業
者
の
申
請
が
６

割
以
上
に
達
し
、
業
界
全
体
に
着
実
に
浸

透
し
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
車
両
台

数
の
割
合
で
は
34

％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｇ
マ
ー
ク
」制
度
は
業
界
内
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
一
般
に
広
く
認
知
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│　
「
Ｇ
マ
ー
ク
」の
ト
ラ
ッ
ク
を
優
先

し
て
ご
利
用
を
、
と
い
う
よ
う
な
ア
ピ
ー

ル
は
、
業
界
と
し
て
の
取
り
組
み
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
大
切
で
す
ね
。

厳
し
い
経
営
環
境
下
で
も

環
境
対
策
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

│
│　

環
境
対
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

中
西

環
境
問
題
へ
の
対
応
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
が
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ

の
中
で
も
、
今
、
現
在
を
見
る
だ
け
で
な

く
我
々
の
次
世
代
の
た
め
に
も
、
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
も
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
、
東
京
の
空
気
が
き

れ
い
に
な
っ
た
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
に
は
わ
れ
わ
れ
の
地
道
な
努
力
が
あ
っ

た
こ
と
を
ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
各
運
送
事
業
者
は
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
下
で
、
環
境
規
制
に
適

合
す
る
車
両
へ
の
買
い
替
え
、
粒
子
状
物

質
の
減
少
装
置
の
装
着
な
ど
、
大
気
汚
染

の
改
善
に
積
極
的
に
協
力
し
て
き
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
も
、
営

業
用
ト
ラ
ッ
ク
（
軽
油
）
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
原

単
位
の
実
績
値
で
は
、
08
年
度
は
１
９
９

６
年
度
比
で
０
・
72
（
28

％
削
減
）
と
改

善
し
て
い
ま
す
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
12
年
度
ま
で
に
30

％
削
減
す
る
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
も
ほ
ぼ
達
成
で
き

る
見
込
み
で
す
。
Ｃ
Ｏ
２

対
策
で
は
、
ト
ラ

ッ
ク
が
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

│
│　

す
べ
て
の
産
業
に
つ
い
て
い
え
る

こ
と
で
す
が
、
昨
今
の
厳
し
い
経
営
環
境

の
下
で
は
、
環
境
対
策
は
コ
ス
ト
増
に
も

繋
が
る
と
い
う
声
も
大
き
い
と
思
い
ま
す

が
。

中
西　

そ
の
他
の
環
境
対
策
と
し
て
、
低

公
害
車
の
導
入
促
進
や
省
エ
ネ
運
転
の
推

進
の
他
、
自
営
転
換
の
促
進
、
共
同
輸
送

や
往
復
実
車
運
行
の
推
進
、
車
両
の
大
型

化
、
ト
レ
ー
ラ
ー
化
の
推
進
な
ど
の
輸
送

の
効
率
化
も
進
め
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｍ
Ｓ（
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ

ム
）
機
器
な
ど
、
省
エ
ネ
運
転
に
有
効
な

機
器
の
導
入
に
対
す
る
助
成
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
を

人
が
集
う
命
の
里
山
に

│
│　

産
業
界
も
消
費
者
も
、
環
境
へ
の

取
り
組
み
は
、
将
来
へ
の
投
資
と
考
え
る

発
想
の
切
り
替

え
が
重
要
で
す

ね
。

中
西　

そ
の
た

め
に
は
社
会
全

体
の
意
識
改
革

が
必
要
で
す

ね
。
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
は
、

03

年
度
か
ら

「
ト
ラ
ッ
ク
の

森
」
づ
く
り
事

業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
国
有

林
を
中
心
に
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
と
し
て
、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
関
係
者
と
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
が
共
に
植
樹
や
下
草
刈
り
、
枝

打
ち
、
間
伐
な
ど
を
行
い
、
一
緒
に
育
て

て
い
ま
す
。

　

植
樹
式
は
、毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る「
全

国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
」
に
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
７
カ

所
に
ト
ラ
ッ
ク
の
森
が
誕
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
植
樹
事
業
は
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
も
独
自
に
行
わ
れ
、
す
で
に

全
国
32
カ
所
に
「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。

「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
は
、
市
民
と
一
緒
に

森
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
へ
の

理
解
の
促
進
や
、
業
界
の
社
会
的
地
位
向

上
に
繋
が
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

よ
り
質
の
高
い
安
全
・
安
心
な

輸
送
サ
ー
ビ
ス

│
│　

こ
れ
ま
で
の
お
話
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
後
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
課
題
と
社
会
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
西　

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
の
な
か
で

も
、
法
令
順
守
・
安
全
・
環
境
対
策
、
労

働
力
確
保
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
、
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
し
て
は
、
よ

り
質
の
高
い
、
安
全
・
安
心
な
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
ま
た
社
会
と

の
共
生
を
図
り
な
が
ら
、
社
会
的
地
位
向

上
を
目
指
し
て
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
理
解
が
支
え
と
な
る

安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
運
送
事
業
の
構
築

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
今
、
安
全
性
の
向
上
や
、
低
公
害
車
の
導
入
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
前
号
に
続
き
、
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
・
中
西
英
一
郎
氏
に
、
日
本
の
物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
安
全
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。
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